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急
に
思
い
立
ち
、
二
宮

町
の
吾
妻
山
に
出
か
け
た
。

菜
の
花
真
っ
盛
り
と
あ
っ

て
、
北
側
に
大
き
な
臨
時

駐
車
場
が
用
意
さ
れ
て
い

た
。そ

こ
か
ら｢

中
里
口
」

を
経
て
、
吾
妻
山
に
向
か

う
道
は
、
雑
木
林
の
中
を

ゆ
っ
た
り
と
上
っ
て
行
く
。

沢
山
の
木
々
に
付
け
ら

れ
て
い
る
名
札
を
見
な
が

ら
上
が
っ
て
行
く
の
は
楽

し
い
。

子
ど
も
達
が
大
き
な
声

で
名
札
を
読
み
上
げ
て
い

る
。電

車
で
行
く
と
二
宮
駅

の
北
口
か
ら｢

役
場
口｣

に

進
む
の
が
近
い
が
、
そ
の

道
は
急
な
階
段
。
中
里
口

の
道
は
お
薦
め
だ
。

吾
妻
山
の
頂
上
か
ら
の

大
パ
ノ
ラ
マ
に
は
小
さ
い

子
ど
も
達
も
大
興
奮
。

小
さ
い
子
を
連
れ
た
家

族
が
弁
当
を
拡
げ
、
楽
し

そ
う
に
し
て
い
る
の
を
見

る
と
、
こ
ち
ら
ま
で
嬉
し

く
な
っ
て
く
る
。

吾
妻

山

の
頂

上

か
ら

神
奈
川
県
中
郡
二
宮
町

吾
妻
山
公
園

二
〇
二
二
年
二
月
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雑
用
が
溜
ま
っ
た
為
、
来
週
は
お
休
み
し
ま
す

尖
閣
諸
島
近
く
で
の
中

国
海
警
の
横
暴
、
台
湾
へ

の
武
力
侵
攻
の
機
を
う
か

が
う
習
近
平
政
権
。
こ
れ

に
対
し
自
公
政
権
は
外
交

で
き
っ
ぱ
り
と
し
て
い
な

い
。
中
国
と
の
貿
易
で
儲

け
る
商
社
、
中
国
に
生
産

拠
点
を
移
し
た
企
業
が
人

質
に
と
ら
れ
て
い
る
よ
う

だ
。
そ
の
一
方
で
軍
需
産

業
が
儲
か
る
軍
備
増
強
に

は
熱
心
。

石
垣
島
に
は
対
空
ミ
サ

イ
ル
、
対
艦
ミ
サ
イ
ル
部

隊
を
配
備
す
る
計
画
。

即
ち
、
中
国
が
ミ
サ
イ

ル
や
ジ
ェ
ッ
ト
機
で
日
本

の
本
土
を
攻
撃
す
る
な
ら
、

石
垣
島
の
近
く
で
撃
退
し

よ
う
と
云
う
訳
だ
。

迎
撃
ミ
サ
イ
ル
を
攻
撃

攻
撃
す
る
側
に

立
っ
て
み
る
と

石
垣
島
の
ミ
サ

イ
ル
が
出
番
を
待
っ

て
い
る
事
は
百
も

承
知
。
攻
め
る
な

ら
防
御
兵
器
に
出
番
を
与

え
な
い
の
が
勝
利
の
鉄
則
。

本
土
攻
撃
に
先
立
ち
、

短
距
離
、
中
距
離
ミ
サ
イ

ル
で
石
垣
島
の
ミ
サ
イ
ル

基
地
を
攻
撃
す
る
。
移
動

式
発
射
台
で
も
、
移
動
で

き
そ
う
な
所
何
カ
所
か
に

ミ
サ
イ
ル
を
打
ち
沈
黙
さ

せ
る
。

そ
れ
か
ら
、
本
土
に
向

け
て
ミ
サ
イ
ル
や
飛
行
機

を
飛
ば
す
。

石
垣
島
の
迎
撃
ミ
サ
イ

ル
に
は
出
番
が
無
い
。

出
番
の
無
い
兵
器
の
為
に

結
局
、
本
土
防
衛
の
ミ

サ
イ
ル
基
地
の
出
番
が
無

い
よ
う
に
島
の
あ
ら
ゆ
る

所
が
先
制
攻
撃
さ
れ
る
。

太
平
洋
戦
争
で
は
沖
縄

は
本
土
防
衛
の
捨
て
石
に

さ
れ
た
。
又
、

同
じ
事
が
繰
り

返
さ
れ
て
良
い

の
か
？

あ
な
た
は
ど
う

思
わ
れ
ま
す
か
？

ミ サ イ ル を備 え た島 は捨 て石 に

ミサイル発射台


